


まとめ:わが国の母子歯科保健は第二次世界大戦後、主に保健所を中心に実施されたが、

昭和 40 年代までは幼児のみならず小児のむし歯も猛威を奮った。昭和 52 年から 1歳 6ヵ

月児健診の際に、歯の検診とともに保健指導が実施されるようになり、昭和 50 年代後半

からようやく幼児のう歯の減少の兆しが見えてきた。平成 2年度の 3歳児健康診査の結果

では、う歯のある者 54.21%、一人平均う歯数は 2.82 本である。けれども、学校保健統計

における幼稚圏児(5歳児)のう歯ある者の率はここ数年約 80%で減少の兆しが見られない。

この数値は欧米諸国の数値(60～70%)と比較しても高く、このままでは FDI が国際的に

2,000 年を目途として掲げている「5～6 歳児の 50%はう歯のない者にしよう」という目標

はわが国では達成できそうもない状況である。このようなわけで、本研究班は当面する母

子歯科保健の問題点として「幼児のう蝕予防」を優先する事項として捉え、次のリサーチ

クエスチョン(RQ)の基で研究を進めた。


